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(57)【要約】
【課題】棚板の取付や付け替え作業時における取り扱い
が容易な棚板取付装置を提供する。
【解決手段】棚板に取り付けられ、棚本体の側板に突設
されている棚ダボを上下方向に嵌脱自在に受け入れる棚
ダボ受け部材１０と、棚ダボ受け部材１０と棚ダボ２の
突出方向にスライド可能に連結されて一体化したスライ
ド部材２０と、を有する。棚ダボ受け部材１０は、棚ダ
ボ２を嵌脱自在に挟持する一対の挟持片１１Ａ、１１Ｂ
を有する。スライド部材２０は、受け部材本体１１の開
口部１１ｃを開閉自在に閉塞する蓋部２１と、蓋部２１
の開閉操作に伴って挟持片１１Ａ、１１Ｂの両外側に出
没する一対のロック片２２Ａ、２２Ｂと、を有する。蓋
部２１が開口部１１ｃを閉塞したときに、ロック片２２
Ａ、２２Ｂが挟持片１１Ａ、１１Ｂの両外側に位置して
両挟持片１１Ａ、１１Ｂの開きを阻止し、これによって
棚ダボ２が上下方向に離脱不能に保持される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　棚本体の左右の側板の内側面の前後に内側に向けて各々突設されている棚ダボ（２）に
、棚板をその下面部の左右前後に形成されたダボ受け溝を嵌合させて載せることにより、
左右の側板間に棚板を架設できるように構成した棚板取付装置（１）であって、
　前記ダボ受け溝に嵌め込んだ状態で前記棚板に固定され、前記側板に突設されている前
記棚ダボ（２）を上下方向に嵌脱自在に受け入れる棚ダボ受け部材（１０）と、
　前記棚ダボ受け部材（１０）と前記棚ダボ（２）の突出方向にスライド可能に連結され
て一体化したスライド部材（２０）と、を有し、
　前記棚ダボ受け部材（１０）は、
　前記棚ダボ（２）の出入口となる開口部（１１ｃ）をその下端に有する受け部材本体（
１１）を有し、当該受け部材本体（１１）の内部には、前記棚ダボ（２）を嵌脱自在に挟
持する前後一対の挟持片（１１Ａ、１１Ｂ）が設けられており、
　前記スライド部材（２０）は、
　前記受け部材本体（１１）の前記開口部（１１ｃ）を開閉自在に閉塞する蓋部（２１）
と、
　当該蓋部（２１）の開閉操作に伴って前記一対の挟持片（１１Ａ、１１Ｂ）の両外側に
出没する前後一対のロック片（２２Ａ、２２Ｂ）と、を有し、
　前記蓋部（２１）が前記開口部（１１ｃ）を閉塞したときに、前記一対のロック片（２
２Ａ、２２Ｂ）が前記一対の挟持片（１１Ａ、１１Ｂ）の両外側に位置して前記一対の挟
持片（１１Ａ、１１Ｂ）の開きを阻止し、これによって前記棚ダボ（２）が上下方向に離
脱不能に保持されるように構成した、棚板取付装置。
【請求項２】
　前記開口部（１１ｃ）が前記蓋部（２１）によって閉塞されている状態のときと前記開
口部（１１ｃ）が開放されている状態のときに、前記棚ダボ受け部材（１０）と前記スラ
イド部材（２０）とが互いに係止し合ってそれぞれの状態が保たれるように構成した、請
求項１の棚板取付装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、棚本体の左右の側板の内側面の前後に内側に向けて各々突設された棚ダボに
棚板の下面の左右前後に形成された凹部を嵌合させることにより、左右の側板間に棚板を
架設できるようにした棚板取付装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　本棚、食器棚等においては、棚ダボと呼ばれる棒状あるいはピン状の支持具を左右の側
板の穴に差し込んで内方に突出させ、その上に棚板を載せるようになっている。そして、
かかる棚ダボを高さ位置の異なる別の穴に差し替えることによって、棚板の取付け位置を
容易に変更できるようになっている。棚板の裏面の前後左右には凹部が形成されており、
各凹部に棚ダボを嵌合させることにより、棚板のずれを防止している。
【０００３】
　しかし、棚板の凹部と棚ダボとが単に嵌合しているのみでは、棚板が上下方向にぐらつ
くことがある。
【０００４】
　そこで、棚板のぐらつきや棚ダボからの外れを防止する機構を備えた棚板取付装置が提
案された。この種の棚板取付装置は、凹部に嵌め込んで棚板に固定される棚ダボ受け部材
と、棚ダボ受け部材の下部開口部に嵌合させて取り付けられる蓋部材（係止部材）とを備
えている。そして、棚ダボ受け部材を棚ダボに嵌合させた後、蓋部材を棚ダボ受け部材に
取り付けることにより、棚ダボ受け部材内における棚ダボのがたつきや棚ダボからの棚ダ
ボ受け部材の外れを蓋部材によって防止している。（特許文献１）
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【特許文献１】特開２００６－１３０１７９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、従来の棚板取付装置は、蓋部材と棚ダボ受け部材とが互いに分離可能な別物品
であるため、棚板の取付や付け替え作業時に、両者がばらばらになって取り扱いが煩雑で
あるし、棚ダボ受け部材から取り外した蓋部材を紛失してしまうことも少なくない。
【０００６】
　本発明が解決しようとする課題は、棚板の取付や付け替え作業時における取り扱いが容
易であり、取り付けた棚板をぐらつきのない安定した状態に保つことができる棚板取付装
置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために、本発明の棚板取付装置は、棚本体の左右の側板の内側面の
前後に内側に向けて各々突設されている棚ダボに棚板の下面部の左右前後に形成されたダ
ボ受け溝を嵌合させることにより、左右の側板間に棚板を架設できるように構成した棚板
取付装置であって、
　前記ダボ受け溝に嵌め込んだ状態で前記棚板に固定され、前記側板に突設されている前
記棚ダボを上下方向に嵌脱自在に受け入れる棚ダボ受け部材と、
　前記棚ダボ受け部材と前記棚ダボの突出方向にスライド可能に連結されて一体化したス
ライド部材と、を有し、
　前記棚ダボ受け部材は、
　前記棚ダボの出入口となる開口部をその下端に有する受け部材本体を有し、当該受け部
材本体の内部には、前記棚ダボを嵌脱自在に挟持する前後一対の挟持片が設けられており
、
　前記スライド部材は、
　前記受け部材本体の前記開口部を開閉自在に閉塞する蓋部と、
　当該蓋部の開閉操作に伴って前記一対の挟持片の両外側に出没する前後一対のロック片
と、を有し、
　前記蓋部が前記開口部を閉塞したときに、前記一対のロック片が前記一対の挟持片の両
外側に位置して前記一対の挟持片の開きを阻止し、これによって前記棚ダボが上下方向に
離脱不能に保持されるように構成したことを特徴としている。
【０００８】
　上記のように構成された棚板取付装置は、棚板の下面部の前後左右に形成された各ダボ
受け溝に嵌合させて取り付けられる。そして、棚板に取り付けられている棚板取付装置を
、受け部材本体の開口部を開放した状態で、棚本体の左右の側板の内側面の前後に内側に
向けて各々突設されている棚ダボに載せて、棚板取付装置と棚ダボとを互いに嵌合させる
ことにより、左右の側板間に棚板が架設される。棚ダボは、棚ダボ受け部材内の前後一対
の狭持片に狭持される。その後、その棚板に装着されている棚板取付装置のスライド部材
を閉じる側にスライドさせて、棚板取付装置の受け部材本体の開口部を閉塞する。これに
より、スライド部材の前後一対のロック片が両挟持片の両外側に位置して両挟持片の開き
を阻止する。その結果、棚板を支承している棚ダボが棚板取付装置によって上下方向に離
脱不能に保持され、棚板がぐらつきのない安定した状態に保たれる。棚板を取り外す際に
は、その棚板に装着されている全ての棚板取付装置のスライド部材を開く側にスライドさ
せて、両ロック片を両挟持片の両外側から待避させる。これにより、棚ダボを狭持してい
る両挟持片の開きが許容された状態、すなわち両挟持片からの棚ダボの離脱が許容された
状態になる。その後、その棚板を持ち上げれば、棚板を簡単に取り外すことができる。こ
の棚板取付装置は、その棚ダボ受け部材とスライド部材とが互いに連結されて一体化して
いるので、棚板の取付や付け替え作業時に両者がばらばらになることがなく、取り扱いが
容易である。
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【０００９】
　本発明の棚板取付装置において、前記開口部が前記蓋部によって閉塞されている状態の
ときと前記開口部が開放されている状態のときに、前記棚ダボ受け部材と前記スライド部
材とが互いに係止し合ってそれぞれの状態が保たれるように構成されていることが望まし
い。この構成によれば、棚ダボ受け部材の開口部を閉塞した状態あるいは開放した状態か
らスライド部材が勝手に移動しないので取り扱い性がより向上する。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明の棚板取付装置は、その棚ダボ受け部材とスライド部材とが互いに連結されて一
体化しているので、棚板の取付や付け替え作業時に両者が分離することがなく、取り扱い
が容易であり、取り付けた棚板をぐらつきのない安定した状態に保つことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、本発明の実施形態について図面を参照して説明する。
【００１２】
　図１～図３は本発明に係る棚板取付装置を棚ダボと共に示した斜視図である。図４及び
図７は本発明に係る棚板取付装置を棚ダボと共に示した下面図である。図５は図４のＡ－
Ａ断面図、図６は図４のＢ－Ｂ断面図である。図８は図７のＣ－Ｃ断面図、図９は図７の
Ｄ－Ｄ断面図である。
【００１３】
　棚板取付装置１は、棚本体（図示省略）の左右の側板の内側面の前後に内側に向けて各
々突設されている棚ダボ２に、棚板をその下面部の左右前後に形成されたダボ受け溝を嵌
合させて載せることにより、左右の側板間に棚板を架設するものである。
【００１４】
　棚板取付装置１は、図１０に示す棚ダボ受け部材１０と図１１に示すスライド部材２０
とを有している。棚ダボ受け部材１０とスライド部材２０は、同質の合成樹脂成型品であ
る。
【００１５】
　棚ダボ受け部材１０は、ダボ受け溝に嵌め込んだ状態で棚板に固定される部材である。
棚ダボ受け部材１０は、天板部１１ａを有し下端に棚ダボ２の出入口となる矩形状の開口
部１１ｃを有する略円柱状の受け部材本体１１を有している。受け部材本体１１は、ダボ
受け溝内に圧入して棚板内に埋設固定できるようにその外側の形状及び寸法が選定されて
いる。受け部材本体１１の側壁には、棚ダボ２を受け入れるための切欠部１１ｂが下端の
開口部１１ｃと連通させて逆Ｕ字状に形成されている。また、棚ダボ受け部材１０の下端
には、略馬蹄形状のフランジ部１１ｉが形成されている。棚ダボ受け部材１０は、
【００１６】
　棚ダボ受け部材１０の内部には、棚ダボ２を受け入れるべく、切欠部１１ｂ及び開口部
１１ｃと連通した略区形状の空間１１ｓが形成され、その空間１１ｓ内に、棚ダボ２を嵌
脱自在に挟持する前後一対の挟持片１１Ａ、１１Ｂが設けられている。両挟持片１１Ａ、
１１Ｂは、天板部１１ａの下面に突設されている。両挟持片１１Ａ、１１Ｂの又部の内面
１１ｄは、棚ダボ２の外周形状及び寸法に一致させて、略円弧状に形成されており、この
略円弧状の部分（以下、「チャック部」と記す。）１１ｅに棚ダボ２が嵌るようになって
いる。両挟持片１１Ａ、１１Ｂの下部には、突端１１ｆからチャック部１１ｅの近傍にか
けて、互いに対称に傾斜面１１ｇが形成されている。両傾斜面１１ｇは、下向きに拡開し
ており、棚ダボ２をチャック部１１ｅに受け入れる際の案内面になる。両挟持片１１Ａ、
１１Ｂと棚ダボ受け部材１０の前後の側壁１０ａ、１０ｂとの間には隙間１２ａ、１２ｂ
が設けられている。両挟持片１１Ａ、１１Ｂは、両者の突端１１ｆ同士の間隔が拡縮する
方向に弾性変形可能である。
【００１７】
　スライド部材２０は、受け部材本体１１の開口部１１ｃを開閉自在に閉塞する平板形状
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の蓋部２１と、蓋部２１の開閉操作に伴って両挟持片１１Ａ、１１Ｂの両外側に出没する
前後一対のロック片２２Ａ、２２Ｂと、を有している。
【００１８】
　蓋部２１は、棚ダボ２の突出方向にスライド可能に開口部１１ｃに嵌め込まれている。
開口部１１ｃの前後両側縁部には、蓋部２１と嵌合する段部１１ｈが形成されている。蓋
部２１は段部１１ｈに沿ってスライドする。そして、開くときには、開口部１１ｃが全開
状態になるまで棚ダボ受け部材１０の後端から突出し、閉じるときには、開口部１１ｃが
完全に閉塞された時点で開口部１１ｃの前縁部に当接して移動が制限される。蓋部２１は
、これを閉じたとき（図３の状態のとき）、その円弧状の外縁部２１ａが棚ダボ受け部材
１０のフランジ部１１ｉと形状的に一体化し、棚ダボ受け部材１０の下端部外縁から若干
突出するように、その寸法及び形状が選定されている。
【００１９】
　蓋部２１の上面（内面）には、開口部１１ｃが全開状態のときに棚ダボ受け部材１０の
後端内面１０ｄに当接する板状の当接部２０ａが設けられている。当接部２０ａは、チャ
ック部１１ｅによる棚ダボ２の保持位置近傍に達しており、スライド部材２０が全閉状態
になっているときに、万一、棚ダボ２がチャック部１１ｅから外れても、当接部２０ａの
先端（上端）で棚ダボ２を承け支えることができるようになっている。
【００２０】
　各ロック片２２Ａ、２２Ｂの先端部外側には、スライド部材２０のスライド方向に延び
る係合部２２ａ、２２ｂがそれぞれ外方に突出させて形成されている。一方、棚ダボ受け
部材１０の前後の側壁１０ａ、１０ｂには、スライド方向に延びるガイド溝１０ｄ、１０
ｅが形成されている。そして、各ロック片２２Ａ、２２Ｂの係合部２２ａ、２２ｂが棚ダ
ボ受け部材１０の前後の側壁１０ａ、１０ｂのガイド溝１０ｄ、１０ｅと係合することに
より、棚ダボ受け部材１０とスライド部材２０とが棚ダボ２の突出方向にスライド可能に
連結された状態で一体化している。
【００２１】
　各ロック片２２Ａ、２２Ｂの厚さ寸法は、各隙間１２ａ、１２ｂの間隔と同一寸法又は
やや小さめに選定されている。これにより、スライド部材２０を閉じる側にスライドさせ
たときに、前後のロック片２２Ａ、２２Ｂが棚ダボ受け部材１０の両挟持片１１Ａ、１１
Ｂと側壁１０ａ、１０ｂとの間の隙間１２ａ、１２ｂに入り、完全に閉じたときに、両挟
持片１１Ａ、１１Ｂの開きを阻止するようになっている。
【００２２】
　蓋部２１の下面（表面）には、開閉操作の際に指先を掛けるための溝２１ｂが形成され
るとともに、開操作の向きを示す矢印２１ｃが付されている。また、蓋部２１の上面（内
面）には、スライド方向に互いに離間させて二箇所に係止溝２１ｄ、２１ｅが設けられて
いる。一方の係止溝２１ｅは、スライド部材２０が全開状態（図８の状態）のときに棚ダ
ボ受け部材１０の後端下縁部１０ｃと係合する位置に設けられている。他方の係止溝２１
ｄは、スライド部材２０が全閉状態（図５の状態）のときに棚ダボ受け部材１０の後端下
縁部１０ｃと係合する位置に設けられている。蓋部２１は、一方の係止溝２１ｅから他方
の係止溝２１ｄにかけてその厚さが徐々に増大しており、その部分の上面が傾斜面になっ
ている。そして、蓋部２１がそれ自体の弾性によって棚ダボ受け部材１０の後端下縁部１
０ｃに弾力的に圧接している。これにより、開口部１１ｃが蓋部２１によって閉塞されて
いる状態すなわちロック状態（図３の状態）のときと開口部１１ｃが開放されている状態
すなわちロック解除状態（図１、図２の状態）のときに、棚ダボ受け部材１０とスライド
部材２０とが互いにしっかりと係止し合ってそれぞれの状態が保たれるようになっている
。
に保たれる。
【００２３】
　上記のように構成された棚板取付装置１は、棚板の下面部の前後左右四カ所に形成され
た各ダボ受け溝に嵌合させて取り付けられる。そして、棚板に取り付けられている棚板取
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付装置１を、棚ダボ受け部材１０の開口部１１ｃを全開にした状態（図１の状態）で、棚
本体の左右の側板の内側面の前後に内側に向けて各々突設されている棚ダボ２に載せて、
棚板取付装置１と棚ダボ２とを各々互いに嵌合させることにより、左右の側板間に棚板が
架設される。
【００２４】
　その後、その棚板に装着されている全ての棚板取付装置１のスライド部材２０を閉じ側
にスライドさせて、棚板取付装置１をロック状態にする。これにより、棚板を支承してい
る棚ダボ２がそれぞれの棚板取付装置１の前後の両挟持片１１Ａ、１１Ｂによって挟まれ
た状態で保持される。これにより、棚板がぐらつきのない安定した状態に保たれる。
【００２５】
　棚板を取り外す際には、その棚板に装着されている各棚板取付装置１のスライド部材２
０を開側にスライドさせて、全ての棚板取付装置１をロック解除状態にする。その後、そ
の棚板を持ち上げれば、棚板を簡単に取り外すことができる。
【００２６】
　上記のように、この棚板取付装置１は、その棚ダボ受け部材１０とスライド部材２０と
が互いに連結されて一体化しているので、棚板の取付や付け替え作業時に両者がばらばら
になることがなく、取り扱いが容易である。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本発明に係る棚板取付装置を棚ダボと共に示した斜視図
【図２】本発明に係る棚板取付装置を棚ダボと共に示した斜視図
【図３】本発明に係る棚板取付装置を棚ダボと共に示した斜視図
【図４】本発明に係る棚板取付装置を棚ダボと共に示した下面図
【図５】図４のＡ－Ａ断面図
【図６】図４のＢ－Ｂ断面図
【図７】本発明に係る棚板取付装置を棚ダボと共に示した下面図
【図８】図７のＣ－Ｃ断面図
【図９】図７のＤ－Ｄ断面図
【図１０】棚ダボ受け部材の下面図
【図１１】ロックレバーの斜視図
【符号の説明】
【００２８】
　１　棚板取付装置
　２　棚ダボ
　１０　棚ダボ受け部材
　１１　受け部材本体
　１１Ａ、１１Ｂ　挟持片
　１１ｃ　開口部
　１１ｅ　チャック部
　１２ａ、１２ｂ　隙間
　２０　スライド部材
　２１　蓋部
　２２Ａ、２２Ｂ　ロック片
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